














































































































1995 293 1,353 226 320 16.7 23.7
2000 283 1,254 163 342 13.0 27.3
2005 272 1,094 110 328 10.1 30.0
2010 266 959 65 298 6.8 31.1
2015 252 793 35 301 4.4 38.0
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３ 大玉宅急便 保護者，先生 一輪車（猫車）に大玉を乗せて校庭を回って戻ってくる。
４ 光より速く～かけっこ～ 在校生 徒競走。学年ごとにスタートの位置を変えて走るという工夫がされている。
５ 中・高・一般１周走 中・高生，大人 校庭を１周走る。よーいどんの合図で１周走るのを何度か繰り返す。
６ ゆっくりゆっくり安全運転 安全協会，防犯協会 ムカデ競争。二本の棒に足を入れて、１、２、１、２で進む。
７ 一緒に走りましょう！ 在校生 借り物競争。カードをめくって指示されてある人と一緒に手を繋いでゴール
８ 元気はつらつ紅白玉入れ 長生会（高齢者），小学生 玉入れ競争。小学生も全員入って行っている。
９ 分館対抗玉入れ競争 地区の人 分館（各地区）対抗で紅白玉入れを行っている。
10 分館対抗綱引き 地区の人 地区対抗で行われる綱引き
11 紅白対抗親子綱引き 全員 白の親子、赤の親子に分かれて綱引き
12 班対抗リレー 消防団 各地区の消防団によるリレー。消火ホースを肩に担いで半周ずつ走る。
13 いそいでひろって 幼児 宝（お菓子）拾い競争。
14 宝ひろい 長生会 おじいさんおばあさんたちによる宝拾い競争。
15 七不思議巡り 婦人会 山舟生に伝わる七不思議の場所を設けて、そこから宝物を見つけてゴール。






18 紅白対抗全校リレー 在校生 12人の在校生によるリレー。差がつかないように学年混成で班分け。
19 分館対抗男女混合リレー 住民 地区から６人が出て１チームを作り，リレーを行う。
写真２　2016 年の大運動会の全体写真（山舟生小学校閉校記念誌 2017 表紙）
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婦人団体，交通安全協会，防犯協会，長生会，小
中高のPTA，そして幼児など，地区の全住民が
参加する体制となっている。運営費用は，住民か
ら徴収した自治振興会費と，地元の会社や団体か
らの協賛金で賄われる。毎年150 ～ 200人が参加
し，多くの人に参加してもらえるよう，自治振興
会で弁当を用意するなどの工夫をしている。
当日の配置図（図７）をみると，地域住民が各
町内（分館）ごとに控える場所が大きくとられて
いるほか，長生会（老人会），中学生，防犯協会，
消防，婦人会のスペースがみてとれる。そして，
各町内は児童とともに「紅・白」に二分して対抗
する形がとられている。
競技種目の内容（表５）をみても，児童と住民
が一体となって参加できるように工夫されてお
り，各団体ごとの種目や，分館ごとの対抗種目も
あって，まさに山舟生をあげたイベントとなって
いる。2016年の大運動会参加者全員を撮影した記
念写真には，在校児童12名に対して，約200人の
老若男女が写る（写真２）。
2）その他の学校行事
その他の行事のうち主なものを紹介する。
・学習発表会（６月）
山舟生小の学習発表会は，学んだ内容を発表し
て成長した姿を保護者にみてもらうという目的に
加えて，普段からお世話になっている地域の方々
に感謝を伝える場としているという。主な出し物
は，低・中・高学年ごとに発表される演劇で，地
域の歴史や生活を題材したものが多い。体育館内
には来訪者用のいすが並べられて住民が集う（写
真３a）。
自治振興会でのヒアリングによれば，学習発表
写真３　‌山舟生小ブロクと校内掲示
にみる諸行事と地域の人々
a）学習発表会（blog,‌2016.6.20） b）アジサイ祭りで苗植栽（blog,‌2016.7.09）
d）太鼓練習（blog,‌2016.9.10） e）2015年12月の感謝祭（校内掲示写真） f）だんごさし（blog,‌2016.1.15）
g）紙漉き（blog,‌2016.1.14） h）お茶会（blog,‌2017.1.23）
c）繭玉工芸と作品（blog,‌2015.7.27）
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会はかつて「学芸会」と呼ばれており，地区内に
さしたる娯楽機会のない住民の「アミューズメン
ト」の役割を果たし，じいちゃん・ばあちゃんた
ちが御馳走を作って参観し，子どもたちの芸を観
て感動して涙を流したという。「学芸会」が「学
習発表会」に変わった年については，小学校に残
された記録で確認できなかったが，1974年生まれ
の住民の記憶では，小学校に入学した1980年には
「学習発表会」だったという。
・社会科見学（随時）
３・４年生の社会の学習では，山舟生の農業に
触れる学習を行っている。夏には地区内で盛んな
キュウリ，冬にはあんぽ柿の農家を訪問して見学
し，学校に戻ってその内容をまとめる。過去には，
キュウリ農家と和紙づくりをしている方をゲスト
ティーチャーとして小学校に招いて学習活動をし
たこともあった。
・LEDペットボタルづくり（６月）
これは７月の「あじさい祭り」の夜に灯すLED
照明「ペットボタル」★4の制作活動で，梁川小学
校の児童と合同で行う。講師役は，二本松市にあ
るLED照明製造会社の社員で，同社から資材を
提供してもらい，LEDの仕組みについて学びな
がら「ペットボタル」を製作する。
・あじさい祭り（７月）
「あじさい祭り」は，住民有志が遊休桑園に造
成したあじさい園を主会場にして2003年から７月
第１土曜日に開かれるようになったイベントで，
その１週間後の夜に開かれる「ペットボタル」と
ともに，福島県北を代表する季節イベントになっ
た。自治振興会を中心に地域をあげた取り組みに
発展したこの行事に，山舟生小の児童も２つの活
動を通して参加している。１つはアジサイ苗の植
樹で，祭りの開会式の際，「緑の少年団」★5の一
員でもある児童が緑化活動の一環として行う（写
真３b）。第二は郷土芸能の披露で，祭り開会式
の際，あじさい公園内に設営された簡易ステージ
で，集まった地域の人々を前に披露する★6。
・繭玉工芸（７月）
７月，梁川希望の森公園にある「産業伝承館」
で，羽山生活改善グループ★7の女性たちを講師役
に，繭を使った「繭玉工芸」体験が行われた（写
真３c）。
・羽山太鼓の練習（９，10月）
３～６年生が行うクラブ活動で地域の方とかか
わるものに「羽山太鼓」の練習がある。これは，
山舟生を代表する羽山神社の例大祭「山車祭り」★8
における太鼓の演奏技能を養成するもので，大祭
に先立つ９月と10月，太鼓の名手である地元のＹ
さんの指導で，学校から徒歩５分の地区交流館に
移動して行われる（写真３d）。羽山太鼓の演奏は，
例大祭以外にも，先述のあじさい祭りや後述の感
謝祭はじめ，複数の行事で演奏される。
・感謝祭（12月）
感謝祭は，児童が日頃からお世話になっている
地域の人々（交通安全母の会，読み聞かせの方な
ど）を招いて感謝する行事で，年末に餅をついて
一緒に食し，学習成果を発表したりして，ひと時
をすごす（写真３e）。
・だんごさし（１月）
「団子刺し」は，小正月（１月15日）に，五穀
豊穣と繭の増産の願いを込めて，うるち米をだん
ご状にしてミズキの枝にさしたものを柱に飾る民
俗行事であり，「くず米」の活用をかねて各家庭
で行われてきた。実際に，筆者らも地区内の家庭
訪問した際，目にした。『梁川町史11（民俗編）』
によれば，だんごはこぶし大のもの６個と小さな
もの多数を作って枝に刺すという。
学校行事として行われる「だんごさし」は，公
民館の「いきいき学級」（高齢者），「さわやか学級」
（女性）のメンバーが生涯学習の一環として参加
し，高齢者と女性たちが餅をついてふかした後，
児童，先生含めた全員でだんごにしてミズキに飾
りつける（写真３f）。別に餅も作って一緒に食べ
る。だんごを刺したミズキはしばらくの間，飾っ
ておく。
自治振興会によると，家庭で行われる「だんご
さし」が学校でも行われるようになったのは，農
協の山舟生支店が米の消費拡大キャンペーンとし
て行ったもので，約30年前の昭和の終わり頃だっ
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たという。現在はそれを公民館の生涯学習に引き
継がれ，高齢者や女性たちがかかわる行事になっ
たという。
・紙漉き（１月）
山舟生はかつては冬の副業として和紙がさかん
に生産されていたが，今では生業として行う家は
なくなり，有志１人が細々と継承している★9。山
舟生小では，その和紙を漉いて卒業証書やカレン
ダーの制作に利用する活動を行っている。紙漉き
が始まる１月に，卒業を前にした６年生が，小学
校の隣りの旧公民館を転用した「山舟生和紙づく
り伝承館」に移動し，地元のＹさんの指導のもと
で自分の卒業証書になる和紙を漉く（写真３g）。
なおこのＹさんは，太鼓の指導も行う方である。
・お茶会（２月）
卒業を前にした２月，児童たちに茶道の作法を
体験してもらう「お茶会」が開かれる。前日から
図書室に畳をひいて傘を設置し，本格的な茶道具
を準備しておき，当日は茶道の心得のある地元の
女性３名に来校してもらい，茶道の歴史と学んだ
後，お茶のたて方と作法を，動作の意味を教えて
もらうながら体験する（写真３h）。
4）PTAの活動
山舟生小学校の大半の行事には，児童の保護
者もPTAメンバーとして参加する。山舟生小の
PTAは，本部，学年委員会，教養委員会，方部
委員会に分かれ，それぞれ毎月１～４回の活動が
ある。本部は役員会や環境整備の奉仕活動，学年
委員会は「緑の少年団」を兼ねて緑化活動と運動
会の運営，教養委員会は「教養講座」を主催し，「日
常生活で楽しめるきっかけになるようなもの」を
コンセプトに，焼き物教室，バルーンアート教室
などを開催し，保護者と児童が一緒に専門家の指
導を受けて楽しむ。「和紙作り体験」もPTAが主
催する。「子ども会」の行事にもPTAが参加し，
子供の数が減った今では近隣地区（白根など）と
合同で行うツアーもあって，隣接学区にも親のつ
ながりは広がる。
Ⅴ．学校・地域の相互評価と閉校後の見通し
1）学校側の見方
地域との協力関係について校長先生からは「コ
ミュニケーションがとれていて関係も良好」であ
り，「小学生と地域の人々をつなぐことが小学校
の役目」と評価し，「（閉校で）このつながりがな
くなってしまうことは寂しいし残念だ」と述べて
いた。
また教務主任の先生は，「行事がないと地域と
学校はつながって行かないので。絆が途切れてし
まうのでさみしい」と述べて，統合後に山舟生の
産業や文化を学ばなくなってしまうことを心配し
ていた。
2）自治振興会事務局の見方
自治振興会事務局に対して，小学校と地区の
関係についてどう思っているか伺ったところ，
「お互いに良い関係を築けていると認識してい
る」とし，「来年からこの関係がなくなってしま
うことは非常に残念なことと思う」と述べて，受
け入れざるを得なかった閉校の無念さをにじませ
ていた。
3）閉校後の対応・見通し
自治振興会事務局に，閉校後の地域行事の継続
の見通しについて尋ねたところ，閉校記念事業と
跡地利活用案の取りまとめが落ち着いてから，小
学校，教育委員会，PTA，自治振興会の４者で
検討したいとしつつ，事務局長の個人的な考えと
して次の点が示された。
①‌地区大運動会：続けるようにしたいと考えて
いるが，今までと同じ方法では難しいので，
住民の意見を聞いて方策を考えたい。
②‌だんごさし：統合先の梁川小学校で実施する
ことになった場合には，材料の支援やお手伝
いで積極的にかかわりたい。
③‌ペットボタル制作：これまで通り企業の支援
を受けて継続したい。
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Ⅵ．まとめと考察
1）まとめ
本研究では，少子化の急進で閉校を余儀なくさ
れた山舟生小学校を対象に，小学校が地元地域と
どのようにかかわり，つながってきたのかについ
て，実地調査によって明らかにしようとした。ま
ずⅡ章で山舟生の人口減少と少子化状況を統計で
確認し，Ⅲ章では少子化地区を他にも抱える伊達
市の2015年文科省通達による小学校統廃合計画か
ら実施に至る経緯について概述した。そしてⅣ章
では，山舟生小学校の閉校を前にした2016年度の
学校行事とそれへの地域の人々の参加状況につい
てのヒアリング調査を行って，小学校と地域のか
かわりを把握した。そこから分かった要点は次の
ように整理できる。
まず，最大行事の大運動会は，主役は児童とい
うよりも，参加者が児童の10倍にも達する地元の
大人たちであるといえ，全員に出番が回る出し物
が工夫されている。これがなくなるだけでも，地
域の人々が一同に会した貴重な参加の機会となっ
ている。
次に，羽山神社大祭や羽山太鼓などの伝統行事
や，紙漉き技能，ちいきづくりイベント「あじさ
い祭り」と「ペットぼたる」への参加，社会見学
としてのあんぽ柿やきゅうり栽培の主要生業の見
学など，学校を通した子供たちの地域との多彩な
かかわりがみられた。
そのほか，域外企業や隣接学区とのかかわりも，
「子供」や「学校」を介することで可能なってい
る部分も多い。さらに保護者や元保護者やPTA
メンバーとして普段の環境整備や行事運営へのか
かわりを通して，学校と地域の関係を仲介する役
割を担う。
2）考察：地域における学校の意義
以上の知見の整理から，地域と学校の関係の深
さを改めて認識される。その中で「学校」は，「子
供」たちの「地域」への参画だけでなく，「大人」
の地域参画と子供との多世代交流をスムーズにす
る役割を担っているといえる。この点こそが，地
域における学校の意義といえるのだろう。
学校を失った後の地域状況を想像してみても，
地域における学校の意義の大きさが理解できる。
すなわち学校の消滅は，地域独自の行事やイベン
ト，伝統技能への子供たちの参加を難しくしかね
ず，それらの次世代への継承も難しくしかねない。
地元農家の見学を通して体感し得た地域生業とふ
れあう機会も失われかねない。学校を介せずに地
域の企画力だけで子供たちにこうした場を創り出
すのは簡単でない。
学校を失った後も子供たちと地域のかかわりを
少しでも維持するには，町中心部の統合先小学校
において，旧学区の地域との交流機会をどう維持
するかにかかっているといえる。山舟生自治振興
会でも，統合小学校の活動にかかわる機会を得た
いと考えている。学区の広域化は，かかわる大人
たちが広がる可能性を意味する。その中で，旧学
区の伝統，技能，行事がどのように新たな学校の
活動メニューに取り込まれていくかが検証される
必要がある。
3）課題
最後に，地域特性，時代特性という点を考えて
みたい。本事例でみた地域と学校の濃密な関係は，
伝統の民俗文化が残り，明治の旧村以来の狭い山
間部の学区であればこそであり，市街地や歴史の
浅い団地の学区ではそうでないのだろうか。これ
は「地域特性」の問題である。さらに，昭和30年
代生まれの山舟生自治振興会事務局長の記憶によ
れば，地域の人々がこれほど学校に関わるように
なったのは「最近」のことだという。地域と学校
の関係は「時代」によっても違ってきているのだ
ろうか。
平成生まれの筆者の１人（早坂）にも学校と地
域がこれほどかかわっていたという自覚はなく，
それは都市部の転校生であったためだろうかとの
ことである。またもう１人の筆者（高野）には，
1989年の指導要領改訂で「新しい学力観」が唱え
られ，1996年に「生きる力」の中教審答申があって，
いわゆる「ゆとり教育」が強調される中で，1995
年に隔週土曜の休日化，2000年度から「総合的学
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習の時間」，2003年度から完全週５日制が導入さ
れたが，それらを契機として地域や企業の学校教
育への協力が促されたように感じられる。それに
対してこの間の山舟生を含む少子化地域では，児
童数の減少と連動して教員の数も減って，地域の
人々の参画なしには授業運営も難しくなった。地
域の学校へのかかわりの密接化は，こうした背景
の中で進んできたといえるのだろうか。こうした
「地域性」と「時代性」の点を，残された課題と
して最後に提示しておきたい。
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＜注＞
★１：例えば，仙台市では2008年８月に「市立小中
学校の一定規模確保に向けた基本方針」が策定さ
れ，それに沿って，2013年に松陵ニュータウンで
２校が１校に統合され，2015年に貝ヶ森団地の小
学校が隣接団地の小学校と統合された（仙台市教
委，2015）。
★２：廃校地域の動向について報告したものには野
口（2010）がある。また，廃校の利活用を特集し
た雑誌に「現代農業」（2006年11月増刊），「季刊地
域」（2011冬，2015春）があるほか，地元紙「河北
新報」検索サイトで「廃校　利用」で検索すると，
1991年8月以降，267件が検出される（2019年8月17
日現在）。
★３：例えば「河北新報」記事検索サイトで検索
すると，1990年代には一関市の舞草小と相川小の
統合計画と，千厩町の千厩中の統合計画に際し
て，学区住民が反対を表明する記事が見いだせる。
2000年代にも，宮城県村田町と登米市の学校統合
案の対象学区で反対が表明されていることを報じ
た記事が検索される。
★４：「ペットボタル」と「あじさい祭り」の様子は
第１報（高野・福援ゼミ，2017）に記載している
ほか，山舟生自治振興会，伊達市の観光サイトで
紹介されている。
★５：国土緑化推進機構の呼びかけで各地に結成さ
れた児童の緑化活動を行う組織。
★６：第１報（高野・福援ゼミ，2017）でその様子
を報告した。
★７：生活改善グループについては，第４報（山
田・高野，2018）で詳述。
★８：第２報（高野ほか，2017）でその様子を報告
した。
★９：第３報（高野ほか，2017）でその様子を報告
した。
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